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『医療現場の暴力と攻撃性に向き合う
考え方から対処まで』
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医療現場の暴力と攻撃は，被害を受ける対象

者が多種で，暴力と攻撃内容も加害者の数だけ存

在し，被害はさまざまに深刻である。しかしこの

問題は昔からあって新しいことではない。だが，

語られてこなかった。なぜかを問うことさえ封印

されてきた。

本書は，このテーマについてまず冒頭で警告

し，「適切な介入がなされることで暴力と攻撃の

多くは予防することも可能であり，被害を最小限

にとどめることができる」としている。暴力につ

いての定義を多角的多面的に捉えまとめており，

読者が“暴力”の理解を深め整理することのできる

内容であり，その技法は圧巻である。ただ本書の

依拠する暴力定義が明文化されていないことか

ら，その難しさを改めて知ることができる。

本書の優れた特徴は，暴力と攻撃に対する予

防と被害を受けた場合最小限にするためのその内

容についてである。内容が具体的であり，かゆい

ところに手が届くほどに詳細である。

例えば，『個人のリスクアセスメントに焦点を

当てる』はそのまま別ファイルにして持ち運べそ

うだ。私は大学で学生の臨床実習開始前の実習オ

リエンテーション時に「患者等からの暴力」につい

ての講義を担当しているが，実習期間中に被害に

遭う学生を目の当たりにし教員が困ったという相

談も少なくない。教員も必見の内容なのである。

ここで要望がある。1つは─膨大な翻訳で

あったことが窺い知れるが─できることなら

時々によって必要箇所が違ってくるため，レイア

ウトや改頁等の工夫でさらに見やすくできないか

と，贅沢な思いが浮かんだ。2つは，全翻訳であ

ることに意味はあるが，できれば付録として私た

ちが活用できる日本の法律等が掲載されていると

より活用しやすく，この問題が他国のことと思わ

れないのではないか。

注目はさらに続く。本書の対象はヘルスケア

スタッフとしつつ，看護師を意識している。その

理由に患者の身近な存在であることや直接的ケア

の頻繁さ等をあげながら，控えめだが第 7章で

ジェンダーパフォーマンスを強調している。私も

『看護職が体験する患者からの暴力』（日本看護協

会出版会）を執筆している。ジェンダーについて

は編集過程で多くの削除を余儀なくされたが，本

書はこの点を恐れず，ぶれていない。女性の職業

の代表であった看護職に与えられた地位や役割

は，女性の比率の高い職業の社会的地位の低さと

性役割意識の高い男性優位社会の中で人間性を顧

みられることの少ないお世話をする人とされてい

ることを根底に，看護職への暴力と攻撃は隠蔽さ

れ増加するだけであることを明文化している。看

護職に勇気を与える内容が本書の 28 頁で凝縮さ

れていた。
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